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は
じ
め
に
詩
書
画
印
四
絶
を
も
っ
て
「
中
国
最
後
の
文
人
」
と
称
せ
ら
れ
る
呉
昌
碩
（
一
八
四
四
―
一
九
二
七
）
は
、
辛
亥
革
命
（
一
九
一
一
）
後
の
六
十
八
歳
時
、
上
海
に
移
居
し
、
上
海
芸
林
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
。
当
時
の
上
海
は
、
南
京
条
約
（
一
八
四
二
）
に
よ
る
開
港
後
、
国
際
貿
易
港
と
し
て
栄
え
、
経
済
的
成
功
を
収
め
た
新
興
富
裕
層
が
、
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
文
化
人
に
な
ろ
う
と
し
、
詩
文
書
画
と
い
っ
た
旧
文
人
的
教
養
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
か
く
し
て
上
海
に
は
文
人
墨
客
が
雲
集
し
、
自
ら
の
詩
文
書
画
を
売
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
文
人
の
詩
文
書
画
は
、
売
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
な
い
が
、
彼
ら
は
価
格
表
を
掲
げ
、
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
に
売
っ
た
。
そ
の
価
格
表
を
潤
格
と
い
う
。潤
格
は
、
自
ら
定
め
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
の
人
は
、
師
匠
筋
や
有
名
人
な
ど
に
定
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
上
海
芸
林
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
呉
昌
碩
も
、
弟
子
の
王
个

や
友
人
の
王
一
亭
な
ど
の
た
め
に
潤
格
を
定
め
て
い
る
﹇
注
1
﹈。
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
呉
昌
碩
が
魯
道
人
（
生
卒
年
未
詳
）
の
た
め
に
定
め
た
「
魯
道
人
重
定
詩
文
潤
格
」（
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）
で
あ
る
。
詩
書
画
印
四
絶
と
は
い
え
、
呉
昌
碩
は
書
画
篆
刻
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
詩
文
の
評
価
は
、
少
な
く
と
も
書
画
篆
刻
の
評
価
に
は
及
ば
な
い
。
よ
っ
て
、
呉
昌
碩
が
定
め
た
潤
格
の
多
く
は
書
画
篆
刻
に
関
す
る
も
の
で
、
詩
文
に
関
す
る
も
の
は
、
筆
者
は
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
し
か
知
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
呉
昌
碩
が
定
め
た
、
こ
の
稀
少
な
潤
格
に
つ
い
て
、
分
析
を
加
え
て
み
た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
呉
昌
碩
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
に
照
明
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
一
、
呉
昌
碩
「
魯
道
人
重
定
詩
文
潤
格
」
の
内
容
ま
ず
は
、
こ
の
潤
格
の
内
容
を
翻
字
し
、
日
本
語
訳
を
付
し
て
お
こ
う
。
大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
四
十
三
号
、
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
三
月
呉
昌
碩
「
魯
道
人
重
定
詩
文
潤
格
」
を
め
ぐ
っ
て
松
村
茂
樹
（201） ―201―
呉
昌
碩
「
魯
道
人
重
定
詩
文
潤
格
」
を
め
ぐ
っ
て
（202）―202―
魯
道
人
重
定
詩
文
潤
格
絶
句
弐
元
律
詩
四
元
排
律
毎
韻
五
角
古
風
六
元
長
篇
加
倍
寿
序
三
十
六
元
駢
体
四
十
八
元
楹
聯
二
元
長
聯
酌
加
頌
詞
祭
文
拾
弐
元
碑
誌
雑
文
另
議
筆
資
先
恵
、
訂
日
取
件
通
訊
処
上
海
各
箋
扇
荘
庚
申
三
月
、
呉
昌
碩
時
年
七
十
又
七
〔
魯
道
人
重
定
詩
文
潤
格
絶
句
二
元
律
詩
四
元
排
律
は
毎
韻
（
二
句
毎
に
）
五
角
古
風
六
元
長
篇
は
倍
増
寿
序
三
十
六
元
駢
体
は
四
十
八
元
楹
聯
二
元
長
聯
は
適
宜
追
加
頌
詞
祭
文
十
二
元
碑
誌
や
雑
文
は
別
に
相
談
潤
筆
料
は
前
払
い
、
指
定
日
に
取
り
に
来
ら
れ
た
し
連
絡
所
上
海
の
各
書
画
文
具
店
庚
申
（
一
九
二
〇
）
三
月
（
旧
暦
）、
呉
昌
碩
時
に
七
十
七
歳
〕
ち
な
み
に
、
こ
の
年
の
元
旦
、
呉
昌
碩
が
自
身
の
た
め
に
定
め
た
「
缶
廬
潤
格
」
の
「
題
詩
跋
」
は
、「
毎
件
三
十
両
」
と
あ
り
、
こ
の
魯
道
人
に
比
べ
て
、
か
な
り
高
額
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
、
魯
道
人
の
肖
像
写
真
と
自
題
詩
こ
の
魯
道
人
の
一
端
を
、「
光
緒
庚
子
年
魯
道
人
提
詩
老
照
片
」
﹇
注
2
﹈と
題
さ
れ
た
肖
像
写
真
お
よ
び
自
題
詩
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
光
緒
庚
子
年
は
、
一
九
〇
〇
年
に
あ
た
り
、
台
紙
か
ら
、
上
海
の
写
真
館
で
撮
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（203） ―203―
呉
昌
碩
「
魯
道
人
重
定
詩
文
潤
格
」
を
め
ぐ
っ
て
自
題
詩
を
翻
字
す
る
。
小
子
愛
弄
剣
、
壮
夫
愛
看
書
。
剣
非
万
人
敵
、
書
亦
一
人
娯
。
詎
甘
家
団
楽
、
時
勢
与
昔
殊
。
父
坐
子
傍
立
、
嗟
余
礼
数
迂
。
魯
道
人
自
題
。
〔
子
供
は
剣
を
弄
ぶ
の
を
愛
し
、
大
人
は
本
を
読
む
の
を
愛
す
る
。
剣
は
万
人
を
敵
に
す
る
も
の
で
は
な
く
、
本
も
ま
た
一
人
で
娯
し
む
も
の
だ
。
ど
う
し
て
家
族
団
欒
に
甘
ん
じ
ら
れ
よ
う
、
時
勢
は
昔
と
は
違
う
の
だ
か
ら
。
父
は
坐
り
子
は
傍
ら
に
立
つ
、
あ
あ
私
は
礼
儀
に
う
と
い
。
魯
道
人
自
題
。〕
清
末
の
不
安
定
な
時
期
に
生
き
る
読
書
人
の
姿
が
窺
え
る
。
こ
の
独
得
の
風
貌
と
、
趙
之
謙
に
通
じ
る
筆
跡
も
見
逃
せ
な
い
。
三
、
二
人
の
接
点
魯
道
人
と
呉
昌
碩
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
呉
昌
碩
が
関
与
し
て
い
た
書
画
篆
刻
界
関
係
の
資
料
に
、
魯
道
人
の
名
は
見
当
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
呉
昌
碩
が
詩
人
と
し
て
参
加
し
て
い
た
詩
会
関
係
の
資
料
に
目
を
転
じ
る
と
、
周
夢
坡
『
晨
風
廬
唱
和
続
集
』
十
二
巻
（
一
九
二
八
刊
／
筆
者
は
巻
一
、
二
、
七
、
八
の
複
印
を
有
す
る
の
み
）
巻
一
「
姓
氏
録
」
に
、
襄
平
徐
子
昇
魯
山
別
署
魯
道
人
と
あ
り
、
こ
の
徐
子
昇
こ
そ
が
、
魯
道
人
の
本
名
で
あ
り
、
魯
山
が
字
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
彼
の
名
が
見
え
る
『
晨
風
廬
唱
和
続
集
』
は
、
編
者
の
周
夢
坡
（
一
八
六
四
―
一
九
三
三
）
が
友
人
達
と
唱
和
し
た
詩
を
集
め
た
『
晨
風
廬
唱
和
詩
存
』
十
巻
（
一
九
一
七
刊
／
筆
者
は
巻
一
〜
八
の
複
印
を
有
す
る
の
み
）
の
続
編
で
あ
る
。
周
夢
坡
は
、
名
を
慶
雲
、
字
を
景
星
と
い
い
、
湘
舲
、
夢
坡
と
号
し
、
室
名
を
晨
風
廬
と
い
う
。
浙
江
呉
興
南
潯
の
人
。
塩
商
の
家
に
生
ま
れ
、
辛
亥
革
命
後
は
上
海
に
移
住
し
て
、
天
章
絲
織
廠
、
長
興
鉄
廠
、
浙
江
興
業
銀
行
な
ど
の
経
営
に
携
わ
り
、
実
業
家
と
し
て
活
躍
す
る
と
共
に
、
消
寒
雅
集
（
消
寒
集
）、
淞
浜
吟
社
（
淞
社
）
な
ど
の
詩
会
を
主
催
す
る
な
ど
、
文
化
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
こ
の
周
夢
坡
が
主
宰
す
る
い
わ
ゆ
る
「
晨
風
廬
唱
和
集
団
」
の
主
要
成
員
に
呉
昌
碩
が
お
り
﹇
注
3
﹈、
そ
し
て
そ
こ
に
魯
道
人
も
加
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
魯
道
人
は
、
詩
人
と
し
て
「
晨
風
廬
唱
和
集
団
」
に
加
わ
り
、
詩
人
と
し
て
主
要
成
員
と
な
っ
て
い
た
呉
昌
碩
に
出
会
い
、
詩
文
の
潤
格
を
定
め
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。四
、
出
会
い
の
時
期
魯
道
人
は
い
つ
ご
ろ
呉
昌
碩
と
出
会
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
出
『
晨
風
廬
唱
和
詩
存
』
の
巻
八
「
姓
氏
録
」
に
、
襄
平
徐
子
昇
魯
山
と
あ
り
、「
姓
氏
録
」
の
注
に
、「
已
見
前
者
不
録
〔
す
で
に
前
に
見
え
る
者
は
録
さ
な
い
〕」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
魯
道
人
の
名
と
詩
は
、
巻
八
に
は
じ
め
て
見
え
る
こ
と
に
な
る
。『
晨
風
廬
唱
和
詩
存
』
は
、
壬
子
（
一
九
一
二
）
か
ら
丙
辰
（
一
九
一
六
）
に
か
け
て
唱
和
さ
れ
た
詩
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
巻
八
に
見
え
る
魯
道
人
の
詩
は
、「
丙
辰
清
明
節
、
恰
逢
三
月
三
日
、
晨
風
廬
主
人
特
假
愚
園
、
讌
客
修
禊
事
也
、
即
席
賦
詩
、
用
杜
少
陵
麗
人
行
韻
、
頗
為
人
所
伝
誦
、
越
日
折
柬
示
余
、
且
索
和
焉
、
卒
爾
構
此
、
以
応
雅
令
」
詩
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
丙
辰
の
三
月
三
日
（
旧
暦
）、
周
夢
坡
が
愚
園
で
催
し
た
詩
会
で
賦
し
た
詩
が
翌
日
届
け
ら
れ
、
そ
れ
に
和
し
た
と
い
う
詩
で
、
魯
道
人
は
、
こ
の
頃
、「
晨
風
廬
唱
和
集
団
」
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
丁
巳
（
一
九
一
七
）
か
ら
丙
寅
（
一
九
二
六
）
に
唱
和
さ
れ
た
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
晨
風
廬
唱
和
続
集
』
に
は
、
丁
巳
の
立
春
に
作
ら
れ
た
、
巻
一
の
「
立
春
節
、
承
晨
風
廬
主
人
折
柬
招
飲
、
余
適
以
事
他
出
、
翌
日
走
謝
、
始
知
是
夕
、
在
座
皆
属
詩
人
、
開
筵
坐
花
、
飛
觴
酔
月
、
頗
極
一
時
韻
事
、
感
而
賦
（204）―204―
此
、
聊
以
遺
懐
」
詩
を
皮
切
り
に
、
筆
者
が
有
す
る
複
印
の
範
囲
内
に
お
い
て
も
、
魯
道
人
徐
子
昇
の
詩
が
少
な
か
ら
ず
見
え
る
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
巻
八
の
周
慶
雲
（
夢
坡
）「
癸
亥
元
日
書
懐
、
録
請
詩
家
正
和
」
詩
な
ど
に
は
、
魯
道
人
、
呉
昌
碩
共
に
和
し
て
い
る
。
五
、
呉
昌
碩
が
魯
道
人
に
与
え
た
詩
と
書
こ
う
し
て
、
魯
道
人
は
、「
晨
風
廬
唱
和
集
団
」
の
成
員
と
し
て
呉
昌
碩
と
交
わ
る
こ
と
に
な
り
、
庚
申
（
一
九
二
〇
）
三
月
（
旧
暦
）、
こ
の
「
魯
道
人
重
定
詩
文
潤
格
」
を
書
き
与
え
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
「
重
定
」
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
こ
れ
以
前
に
定
め
ら
れ
た
潤
格
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。こ
の
前
後
に
、
呉
昌
碩
が
魯
道
人
に
与
え
た
詩
と
書
が
あ
る
の
で
、
年
代
順
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
戊
午
（
一
九
一
八
）
に
作
ら
れ
た
﹇
注
4
﹈、「
上
巳
徐
園
和
魯
山
」
詩
（『
缶
廬
詩
』
巻
八
、『
缶
廬
集
』
巻
四
所
収
）
で
あ
る
。
花
宜
人
酔
酔
宜
歌
、
乗
興
来
觴
晋
永
和
。
径
僻
准
尋
閒
草
木
、
詩
成
愁
対
破
山
河
。
天
風
裂
石
携
琴
到
、
雪
影
翻
池
趁
鶴
過
。
何
日
南

賦
帰
去
、
水
邨
煙
塢
一
漁
蓑
。
さ
か
ず
き
〔
花
は
人
を
酔
わ
せ
酔
え
ば
歌
わ
せ
る
よ
う
で
、
興
に
乗
り
觴
め
ぐ
り
来
れ
ば
蘭
亭
の
宴
の
よ
う
。
小
道
を
そ
れ
て
閑
か
な
る
草
木
を
尋
ね
ず
、
詩
を
作
り
愁
い
を
国
破
れ
た
山
河
に
向
け
て
い
る
。
空
を
吹
く
風
が
石
を
裂
く
か
の
よ
う
な
中
に
琴
を
携
え
て
到
れ
ば
、
雪
影
が
池
に
ひ
る
が
え
り
鶴
を
追
う
よ
う
に
過
る
。
い
つ
の
日
か
帰
去
来
の
辞
を
賦
し
て
故
郷
の
南

に
帰
り
、
水
辺
の
霞
た
な
び
く
村
の
一
漁
夫
に
な
り
た
い
も
の
だ
。〕
こ
の
詩
は
、「
晨
風
廬
唱
和
集
団
」
の
成
員
で
あ
っ
た
姚
文
棟
（
号
は
東
木
）
が
、
三
月
三
日
（
旧
暦
）
の
上
巳
節
、
上
海
の
徐
園
で
、
東
晋
の
王
羲
之
が
永
和
九
年
（
三
五
三
）
の
同
日
に
催
し
た
蘭
亭
の
宴
に
な
ぞ
ら
え
た
修
禊
の
宴
を
開
い
た
際
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
周
夢
坡
も
招
か
れ
て
お
り
、「
上
巳
、
姚
東
木
約
至
徐
園
修
禊
、

後
貽
書
云
、
投
詩
已
有
百
数
十
章
、
惟
無
五
絶
、
漫
擬
十
章
以
応
之
」
詩
（『
夢
坡
詩
存
』
巻
七
所
収
）
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
割
注
に
、
是
日
、
仮
徐
氏
双
清
別
墅
修
禊
、
到
者
近
二
百
人
。
〔（
姚
文
棟
）
は
、
こ
の
日
、
徐
氏
双
清
別
墅
（
徐
園
の
中
に
あ
っ
た
別
荘
）
を
借
り
て
修
禊
の
宴
を
開
い
た
が
、
や
っ
て
来
た
者
は
二
百
人
に
近
か
っ
た
。〕
と
あ
り
、
宴
の
規
模
が
窺
え
る
。
こ
の
席
上
、
呉
昌
碩
は
、
魯
道
人
の
詩
に
和
し
て
こ
の
詩
を
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
魯
道
人
の
詩
は
確
認
し
得
な
い
。
ま
た
、
壬
戌
（
一
九
二
二
）
に
は
、「
画
像
自
題
詩
」
﹇
注
5
﹈を
行
書
で
書
き
与
え
て
い
る
。
（205） ―205―
呉
昌
碩
「
魯
道
人
重
定
詩
文
潤
格
」
を
め
ぐ
っ
て
挂
瓢
風
已
讐
双
耳
、
依
仏
篆
難
成
反
身
。
未
是
清
空
未
塵
土
、
長
裾
揺
曳
爾
何
人
。
画
像
自
題

請
魯
道
人
教
我
。
壬
戌
良
月
、
安
吉
呉
昌
碩
、
年
七
十
九
。
〔
瓢
を
挂
け
て
も
風
は
す
で
に
双
耳
に
仇
を
な
し
、
仏
に
帰
依
し
て
も
篆
は
わ
が
身
を
省
み
る
も
の
に
な
り
が
た
い
。
清
空
で
も
な
い
が
塵
土
で
も
な
い
、
長
い
裾
を
揺
ら
し
な
が
ら
ひ
き
ず
っ
て
い
る
お
前
は
何
者
な
の
か
。
自
画
像
に
自
ら
題
し
た
詩
を
録
し
て
魯
道
人
に
私
に
教
え
て
く
れ
る
よ
う
請
う
。
壬
戌
良
月
（
旧
暦
十
月
）、
安
吉
の
呉
昌
碩
、
年
は
七
十
九
。〕
自
画
像
に
題
し
た
、
自
身
を
さ
ら
け
出
し
た
詩
を
書
い
て
贈
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
魯
道
人
と
の
交
流
の
深
さ
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
甲
子
（
一
九
二
四
）
に
は
、「
魯
山
索
詩
賦
贈
」
詩
を
作
り
﹇
注
6
﹈、
与
え
て
い
る
。蹴
踏
洪
荒
響
足
音
、
不
扶
縄
往
路
嶇
嶔
。
酒
多
才
処
頌
声
作
、
文
入
古
時
騒
意
深
。
烝
罩
嘉
魚
濠
上
楽
、
倦
游
野
馬
沢
中
吟
。
遼
東
故
土
帰
何
日
、
老
屋
西
風
漑
釜

。
〔
太
古
の
時
代
を
闊
歩
し
て
足
音
を
響
か
せ
、
縄
の
助
け
を
借
り
ず
に
往
く
路
は
険
し
い
山
道
で
あ
る
。
酒
は
才
あ
る
と
こ
ろ
を
多
く
し
て
歌
声
を
お
こ
さ
せ
、
文
は
古
の
時
代
に
入
り
多
感
で
詩
意
が
深
い
。
尾
を
揺
ら
し
て
群
游
す
る
よ
き
魚
は
濠
上
で
楽
し
み
、
旅
に
疲
れ
た
野
の
馬
は
沢
中
で
吟
じ
る
。
遼
東
の
故
郷
に
帰
れ
る
の
は
い
つ
の
日
か
、
老
屋
に
吹
く
西
風
が
釜

に
そ
そ
が
れ
て
い
る
。〕
こ
れ
は
、
呉
昌
碩
が
魯
道
人
に
つ
い
て
詠
じ
た
貴
重
な
詩
で
あ
る
。
前
出
の
よ
う
に
、
魯
道
人
は
襄
平
の
人
で
あ
り
、
襄
平
は
遼
東
に
あ
る
。
遼
東
か
ら
遠
く
離
れ
た
上
海
に
流
寓
し
、
苦
労
し
つ
つ
も
、
詩
文
で
身
を
立
て
て
い
る
魯
道
人
を
温
か
く
見
つ
め
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。「
魯
道
人
重
定
詩
文
潤
格
」
も
、
こ
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ
て
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
呉
昌
碩
は
、
詩
人
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
周
夢
坡
の
「
晨
風
廬
唱
和
集
団
」
で
魯
道
人
と
出
会
っ
た
。
そ
し
て
、
魯
道
人
と
交
わ
る
う
ち
、
心
を
通
わ
せ
、「
魯
道
人
重
定
詩
文
潤
格
」
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
書
画
篆
刻
家
と
し
て
評
価
さ
れ
る
呉
昌
碩
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
詩
人
と
し
て
、
魯
道
人
を
応
援
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
芸
苑
に
名
を
馳
せ
て
い
た
呉
昌
碩
に
よ
る
潤
格
は
、
大
い
な
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
に
違
い
な
い
。
呉
昌
碩
の
葬
儀
に
参
列
し
た
人
物
を
、
一
九
二
七
年
十
二
月
二
日
付
『
申
報
』
が
報
じ
て
お
り
、
そ
の
中
に
魯
道
人
の
名
も
見
え
る
﹇
注
7
﹈。
一
九
一
六
年
に
出
会
っ
た
と
思
わ
れ
る
二
人
は
、
呉
昌
碩
の
逝
去
に
到
る
ま
で
、
親
し
く
交
際
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
、
そ
う
い
っ
た
人
物
を
発
掘
で
き
た
こ
と
に
も
些
か
の
意
義
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
﹇
注
1
﹈
拙
稿
「
呉
昌
碩
が
定
め
た
潤
格
に
つ
い
て
」（
一
九
九
八
・『
書
論
』
三
十
号
・
書
論
編
集
室
初
出
／
拙
著
『
呉
昌
碩
研
究
』・
二
〇
〇
九
・
研
文
出
版
収
載
）
参
照
。
﹇
注
2
﹈
『
雅
昌
芸
術
網
』「
光
緒
庚
子
年
魯
道
人
提
詩
老
照
片
」2010.1.31U
P
http
:
//bbs.artron.net/view
thread.php?tid=
1747994
2010/12/02
（
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
の
日
付
）
﹇
注
3
﹈
拙
稿
「
呉
昌
碩
と
周
夢
坡
―
近
代
中
国
文
人
交
流
の
一
形
態
―
」（
二
〇
〇
六
・
『
書
論
』
三
十
五
号
・
書
論
編
集
室
初
出
／
拙
著
『
呉
昌
碩
研
究
』・
二
〇
〇
九
・
研
文
出
版
収
載
）
参
照
。
な
お
、「
晨
風
廬
唱
和
集
団
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
胡
暁
明
主
編
『
近
代
上
海
詩
学
系
年
初
編
』（
二
〇
〇
三
・
上
海
世
紀
出
版
集
団
、
上
海
教
育
出
版
社
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
﹇
注
4
﹈
「
上
巳
徐
園
和
魯
山
」
詩
は
、
制
作
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
『
缶
廬
詩
』
巻
（206）―206―
八
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
丁
巳
（
一
九
一
七
）
の
大
晦
日
に
作
ら
れ
た
「
丁
巳
除
夕
」
詩
と
、
戊
午
（
一
九
一
八
）
六
月
八
日
に
作
ら
れ
た
「
戊
午
六
月
八
日
夢
坡
属
題

山
先
生
遺
像
」
詩
の
間
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
戊
午
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
﹇
注
5
﹈
朱
培
爾
主
編
『
二
十
世
紀
書
法
経
典
・
呉
昌
碩
巻
』（
一
九
九
六
・
河
北
教
育
出
版
社
、
広
東
教
育
出
版
社
）
所
収
。
﹇
注
6
﹈
「
魯
山
索
詩
賦
贈
」
詩
は
、
制
作
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
『
缶
廬
集
』
巻
五
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
甲
子
（
一
九
二
四
）
の
元
日
に
作
ら
れ
た
「
甲
子
元
日
書
懐
兼
呈
彊
邨
」
詩
と
、
乙
丑
（
一
九
二
五
）
の
元
日
に
作
ら
れ
た
「
乙
丑
元
日
」
詩
の
間
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
甲
子
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
﹇
注
7
﹈
篆
社
書
法
篆
刻
研
究
会
、
日
本
篆
刻
家
協
会
『
生
誕
百
五
十
年
記
念
呉
昌
碩
作
品
集
』（
一
九
九
四
・
篆
社
書
法
篆
刻
研
究
会
、
日
本
篆
刻
家
協
会
）
所
収
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重
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潤
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を
め
ぐ
っ
て

